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I 教師： 食べるところに養分があるってこと? i 
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，平木： 発芽するためにあると思います
：郷雨： なんでそう思った？ ！ 
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（図2:はじめの頃の窪口の【学習中】）































5. 2. 学習履歴力洩 る
子どもたちが授業で学習したことで，わかったこと，
大切だと考えたこと，疑問に思ったことなどを残して
いくことができる。次の授業や後の授業で，それまで
どのようなことを学んできたのかを振り返ることがで
きる。また，授業後にその授業を振り返る時間を設け
ることで，この授業では何が一番大事であったのかを
完結にまとめることができるようになる。さらに，教
師はこの履歴をみることで，形成的な評価をすること
ができ，次時で誤りを修正したり，不十分なところを
補足したりすることができた。
5. 3. OPPAの作成は単元構想
当たり前であるが，一枚ポートフォリオは，単元導
入前に作成しなければならない。作成するためには，
その単元でどのようなことを学ばせたいのか， どのよ
うな考えをする子どもに育ってほしいのかを考える必
要がある。学習課題が明確でないと，作成することが
できないのである。一枚ポートフォリオを作成するこ
とで，教材研究と単元構想を行っていることにほかな
らず，教師が授業を行う上で有効である。
5. 4. 自己との対話
子どもたちに単元前と単元終了後に自分の考えを比
較させることで， 自己との対話をうながすことができ
た。まず，子どもたちが学習の意味を知ることで，学
ぶ意欲を高めることができに単元を通して学んでき
たことって大事だということや学んできたことででき
るようになったこと，わかるようになったことがた＜
さんあることを気づくことができる。そして，もっと
わかりたいから学びたいという意欲につながっに自
分の考えを比較させることで， 自己の変容を実感させ
ることができた。また，実感を伴った学びをさせるこ
とができた。子どもたちは，これまでに既有の知識や
既習の学びがあり，それらの知識をもって課題に向か
うことになる。学習前の知識の中には，誤ったものや
学んでも容易に修正されないような素朴概念も多くあ
る。そのような概念は実験や観察で明らかな結果が出
て，その時間では修正されても一時的なものであり，
また元の考えに戻ってしまうことも多い。そのような
素朴概念を変容させていくためには，自分自身の考え
の未熟さ，不十分さを再確認することが大切である。
そのような意味でも，単元前と単元終了後に考えを比
較させることは必要である。
6. 今後の課題
OPPAは研究の成果で明らかにしたように非常に有
効な評価法の一つである。しかし， しつかりとした学
び合う学級風土を作り上げられていなければ，授業の
展開だけで精一杯でなかなか子どもたちに振り返りの
時間をとらせることはできない。2学期にも OPPAを
取り組んだが，最後まで続けることができなかったの
である。今後は今年度以上に聴き合い，寄り添いあえ
る学級を目指していくことで，より自分の考えにこだ
わるような子どもたちを育てていくこと， しっとりと
耳を傾けることができるような子どもたちを育ててい
きたい。
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